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令和５年度第４回北区子ども・子育て会議 議事要旨  

（令和５年度第４回（通算 44 回）北区子ども・子育て会議）  

  

 

［開催日時］ 令和６年３月２５日（月）午後 ６時３０分～午後８時３８分  

 

［開催場所］ 北とぴあ１４階スカイホール  

 

［次  第］  

１ 開会  

２ 子ども・子育て施策等に関する報告事項  

 ①（仮称）東京都北区子どもの権利と幸せに関する条例の基本的な考え方（案）に関

するパブリックコメント実施結果について  

 ②「北区子ども・子育て支援総合計画２０２４」（案）のパブリックコメント実施結

果と今後の予定について  

 ③北区児童相談所等複合施設運営指針策定について  

 ④令和６年４月期の保育園入所申込状況（一次審査）と今後の待機児童解消策につい

て  

 ⑤令和６年度子ども未来部の組織改正について  

 ⑥出産・子育て支援担当部長の業務内容等について  

 ⑦令和６年度予算案主な事業（抜粋）について  

３ その他  

４ 閉会  

 

［出席者］  岩崎美智子 会長  石黒万里子副会長  小林宏一郎 委員  

       田崎 郁恵 委員  中村 章子 委員  我妻 澄江 委員  

  太田 京子 委員  鈴木 將雄 委員  田邉  茂 委員  

  宮田 理英 委員  大島 幸子 委員  奥村  宏 委員  

  三田 理恵 委員  

 

［配布資料］  

 

資料 1 
（仮称）東京都北区子どもの権利と幸せに関する条例の基本的な考え方

（案）に関するパブリックコメント実施結果 

資料 1-② 第５号議案 東京都北区子どもの権利と幸せに関する条例 

資料 2 
「北区子ども・子育て支援総合計画２０２４」（案）のパブリックコメン

ト実施結果と今後の予定について 

資料 3 北区児童相談所等複合施設運営指針策定について 
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資料 3-② （資料３の一部カラー資料） 

資料 4 
令和６年４月期の保育園入所申込状況（一次審査）と今後の待機児童解

消策について 

資料 5 令和６年度子ども未来部の組織改正について 

資料 6 （仮称）出産・子育て支援担当部長の業務内容等について 

資料 7 令和６年度予算案主な事業（抜粋）について 

資料 7-② 【当日配布資料】令和６年度予算案主な事業（抜粋）について 
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【会長】  

 皆様、こんばんは。  

 それでは定刻になりましたので、令和５年度第４回、通算第４４回目の北区子ども・子

育て会議を開会いたします。  

本日はお忙しい中、お集まりいただきありがとうございます。  

今年度、北区子ども・子育て会議では、北区子どもの権利と幸せに関する条例、それか

ら北区子ども・子育て支援総合計画２０２４の策定に向けた議論など、様々に検討を行っ

てきました。本日は今年度最後の子ども・子育て会議となりますが、皆様には１年間、子

ども・子育て会議におけるご議論、また会議運営のご協力など、誠にありがとうございま

した。  

さて、３月の下旬に差しかかって、暖かい日が増えてきました。北区は桜の咲き誇る時

期に入ります。ご関係の皆様におかれましては、引き続き、子どもたちや子育て家庭への

支援が止まることのないように、今後とも皆様のお力を合わせて取り組んでいっていただ

ければと思います。  

それでは、初めに事務局からお願いいたします。  

 

【事務局】  

 それでは、続きまして事務局から、本日の出欠状況の報告と本日お手元の配付資料の確

認をします。  

 まず、本日の出欠確認からいたします。本日、出席者１３名、欠席者５名で、北区子ど

も・子育て会議の定数の過半数を超えていますので、定足数を満たしていることを報告い

たします。  

 続きまして、本日席上に配付しました資料の確認をします。  

 まず、ホチキス留めの資料、一番分厚い資料ですが、一番上に令和５年度第４回北区子

ども・子育て会議次第が書いてある資料です。こちらは事前送付資料になっています。  

 それから、左上に資料１－②と書いてある縦書きの資料です。第５号議案、東京都北区

子どもの権利と幸せに関する条例と縦書きで書いてある資料になります。こちらも事前送

付資料になります。  

 それから、バラで右上に資料３－②と書いてあるカラー印刷の資料になります。  

 それから、本日机上配付しています、右上に当日差し替えと書いてある、次第の差替資

料Ａ４、１枚、バラで配らせていただいています。  

 それから、左上に当日配布資料１－２、区民サービスＮＯ．１の行財政改革と書いてあ

る資料です。  

 以上、配付資料になりますが、お手元にない方はいらっしゃいますでしょうか。  

 それから、出席委員の席次表Ａ１枚、配らせていただいています。  

 それから本日、子ども・子育て支援計画２０２０と北区子どもの未来応援プランの２冊、

計画冊子をお持ちいただくようご案内しているところですが、お持ちでない方、お貸出用

もありますので、挙手等いただければお配りいたします。  

 よろしくお願いします。  

 すみません。大変お待たせいたしました。事務局からは以上です。  
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【会長】  

 ありがとうございました。  

 それでは、早速次第に入りたいと思います。次第２、子ども・子育て施策等に関する報

告事項ということで、①（仮称）東京都北区子どもの権利と幸せに関する条例の基本的な

考え方（案）に関するパブリックコメント実施結果についてお願いいたします。  

 

【事務局】  

 着座にて、説明をします。よろしくお願いいたします。  

 まず、口頭になり大変恐縮ですが、子どもの権利と幸せに関する条例、条例ですので区

議会での議決をもって制定となりますが、そちらの進捗についてのご報告です。  

 皆様には既にご案内のとおり、令和６年２月２６日から３月２７日を会期とする区議会、

令和６年第１回定例会に議案を提案し、３月２７日の最終日に開催される本会議にて、承

認が得られる見込みです。区民の皆様の関心の高い取組ですので、様々な議論がありまし

たが、この場、子ども・子育て会議における議論、いろいろ様々、ご意見をいただいたこ

ともありまして、素敵な条例をつくることができたという評価を多くいただけているのか

なと捉えてございます。  

 皆様には前回の１１月の子ども・子育て会議で条例の基本的な考え方（案）をお示しし、

様々なご意見をいただきました。ご意見を参考に、１２月に広く区民の皆様から意見を募

るパブリックコメントを実施するための最終的な基本的な考え方の整理を行い、２月の区

議会への条例提案に至ったという次第です。パブリックコメントに用いました基本的な考

え方と今回提示した条例案、前文を加えたことが大きな違いとなってございますが、おお

むね基本的な考え方を条文に置き換えた形としてございます。  

 なお、基本的な考え方の、１１月版と最終版で、特に子どもの意見表明権については、

子どもの意見や考えといった言い方に気持ちを加えたこと。また意見表明権について、意

見等について表明を強要されないといった規定を盛り込んだこと。また、子どもの意見に

ついて、代弁に努めることですとか、意見を尊重することに加えその意見がどのように反

映され、尊重されているかを子どもに説明することですとか、あと子どもの意見等を求め

るための会議についても条例に規定するなど、いろいろ変更を加えたものとすることがで

きました。  

 次に条文についてございます。皆様には縦書きの条文資料を配付してございます。今回、

委員の皆様には、私からの説明は初めてになりますが、条例前文についてのみ、若干説明

をします。  

 まず、前文の体裁ですが、縦書きのほうの資料で１枚おめくっていただいて、目次の後

に、目次、付則の後に子どもたちからのメッセージが始まるところが前文になるわけです。  

 前文の体裁ですが、条例の名称などとともに、区内、小中学校児童生徒の皆さんを対象

としたアンケートで、最も多くの支持があった子ども、大人、区、それぞれからの宣言文

形式といった形を意識して、作成しました。  

 子どもたちからのメッセージについては、権利と幸せに関する条例という名称案を意識

し、子どもたちなどからの聞き取りの中で寄せられた意見を、今年度中学生モニター会議
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に参加してもらった中学生たちに作成してもらった文案がベースとなってございます。  

 大人たちからのメッセージ、区からのメッセージについては、条例制定のＰＲとして実

施したタウンミーティングの参加者からの感想、またパブリックコメントでのご意見等を

参考とし、子どもたちへの伝わりやすさ等も考慮いたしまして、他自治体の条例と比較す

ると、かなり短い文章で子どもたちからのメッセージを受けて、子どもたちの権利と幸せ

を保証するといったような思いを端的に表すような形としてございます。  

 次にパブリックコメントについてです。厚いほうの資料になります。表紙のところ、次

第を１枚めくっていただくと、資料１というのが出てきます。  

 １ページ目の、項目１の内容についてです。意見募集期間は令和５年１２月１日から令

和６年１月５日までといたしまして、２２４名の方からご意見をいただき、うち子どもに

関する取組ということで、今回、子ども向けに分かりやすい表現を用いて作成した子ども

向けホームページを作ったんですが、そちらから１８７名の方のご意見を寄せていただき

ました。同様に寄せられた件数３６７件ですが、うち子ども用ホームページから１０８件

の意見が寄せられてございます。北区の実施するパブリックコメントとしては、かなり多

くの方から、ご意見をいただけたものと認識してございます。  

 １ページの下からは項目２として、提出された意見の概要と、それに対する区の考え方

をお示ししてございます。個別の項目については、基本的には質疑の中で対応したいと存

じますが、３点ほど説明させてください。  

 まずは、寄せられた意見の取りまとめについてです。  

 １１月の子ども・子育て会議でもご意見があったのですが、条例の中に子どもの権利の

日を定めてはどうかといったようなご意見、パブリックコメントでも２件、いただきまし

た。区としては、条例のＰＲの一環といったような捉え方をしたこと、あと他に条例制定

を記念日としてはどうかといったようなご意見もありまして、そちらに含める形で整理を

してしまったのですが、本来は権利の日といったものをきちんと、このまとめの中でしっ

かり項目を立てて、見解を示したほうがよかったのかなといったような反省がございます。 

 なお、この点については、区議会の文教子ども委員会でご質問をいただきました。区と

いたしましては、有効なご意見とは受け止めているんですが、他の自治体を見ますと、１

１月を子どもの権利の日というように、もう１１月自体を子どもの権利月間といったよう

なことで、そういった規定をするような自治体も数多くあります。  

 北区の事情でいいますと、１１月というのは区内の児童館祭りがかなり多く開催される

ような月でございまして、そういったことでいうと権利の日よりも月間のほうが、事業を

やっていく上では見込めるのかなといった考えもあり、今後の状況の中で検討していきた

いといったようなお答えをさせていただきました。なので、今回条例の規定、規定の整理

というところでは見送りをさせていただくような判断を区ではさせていただきましたが、

ＰＲとしては有効な手法と考えられることから事業展開の中では、こういったことについ

ても、いろいろ打ち出して、周知を図れたらなといったようなことで考えてございます。  

 ２点目です。ページは右下に大きくページが振られているかと思うんですけど、２７ペ

ージで１１５番、整理番号が項目になるんですが、お示しのとおり、今回条例の基本的な

考え方に対して、多くの賛同の意見、寄せられてございます。通常のパブリックコメント

ではなかなかないような、特徴的なことだったと捉えてもございます。  
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 ３点目です。今回のパブリックコメントに当たっては、子ども向けに若干表現を平易に

したホームページを作成し、またＰＲ動画を作成いたしました。資料のほうでは２９ペー

ジになるんですが、そこからが子ども向けのホームページから寄せられた意見です。特に、

３５ページからなんですけど、条例に関するご意見というよりは、個別の区の取組に対す

るご意見であったり、またご自身の体験談、いろいろ記述を多くいただいたのかなと認識

してございます。  

 区といたしましては、これら意見、各関係部署に伝えまして、今後の施策の参考をする

ことはもちろんですが、これからもこのように子どもに関連する施策の実施及び計画の策

定などに当たりましては、子どもたちからの意見を多く寄せていただけるよう努めていき

たいと考えてございます。  

 雑駁ではございますが、説明とさせてください。  

 

【会長】  

 ご説明、ありがとうございました。  

 それでは、ただいまのご説明に対して、ご質問、ご意見等がありましたら、お願いいた

します。  

 

【委員】  

 たくさんのパブリックコメントが出て、お子さんたちからもいろいろ意見が出て、とて

も関心が大きかったということがよく分かったと思います。事務局の皆様の取りまとめ、

大変だったと思います。どうも、お疲れさまでした。  

 私の団体の会員から、幾つか意見が出ていますので、質問も含めて、ちょっとご紹介さ

せてください。  

 ８ページ、Ｎｏ．３０、「子どもにやさしいまちづくりの推進」としてほしい」という意

見なんですが、その回答について。昨今制定されている他の自治体の条例では、この表現

は当たり前のように使われていますし、ユニセフが子どもの権利条約を生かした自治体の

ことを、「子どもにやさしいまち」と呼び、そのために法的な枠組みをつくることなども提

唱しています。こういったことを踏まえて、ここで「まちが子どもにやさしくする、とい

うことではなく」と説明されているのは、どうも腑に落ちないというか、何かこちらが言

っていることと違う解釈をしているのではないか疑念があります。区として、ユニセフの

「子どもにやさしいまち」について、どのように理解・認識されているかをお聞きしたい

というのが一つ。  

 それから、９ページから「子どもの意見等を求めるため会議」について、３７から４４、

特にＮＯ．３７が５件、ＮＯ．４０が８件とたくさんの意見が出されていますが、何も変

更されなかったということで、非常に残念に思うという会員が何人もおりました。「望まし

いあり方を検討していきます」、「より効果的な取組となるよう研究を」とあるんですが、

例えばどのような改善の可能性があるのか教えてほしい。  

 それから、高校生モニターは毎年ではなく、１年おきなのですが、なぜ毎年ではないの

か、何か理由があるのか。  

 それから、中学生モニターというのは区の要職にある人が聞き及ぶという感じで、記録
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が学校長に報告されているようだが、子どもたちや区民にフィードバックするようにして

いただきたいという意見もありました。  

 それから、北区では、なぜこの事業を区長室が行うのか知りたいという質問もありまし

た。  

 よろしくお願いします。  

 

【事務局】  

 まず、３０番のまちづくりのお話ですが、基本的には子どもにやさしいまちづくりとい

ったような要素というのは別段、それを否定しているようなことでは私どももなかったつ

もりです。ただ、今回、そこにも書いてあるとおりで、何ていうんでしょう。子どもの幸

せの実現に向けた取組というのは、そのまちづくりも含めて包含した表現であるというふ

うに認識してございますし、また幸せに成長していくといったような、つまり街がやさし

くというよりは、子どもたちが幸せに育つといったような表現、子どもを主体にした表現

をなるべく心がけたといったようなことですので、特段まちづくり自身を否定したという

ことではなかったというふうに、私どもは考えてございます。  

 次に、子どもの意見を求めるための会議のところですが、基本的にこちらの場でも何度

か申し上げたかと思うんですけれど、今までモニター会議をいろいろやっていまして、現

行の取組、決して悪くはない、評価できる成果があるもの、参加者の満足度等も高いかな

と考えてございます。高校生の取組なんですけど、私どもの所管ではないので詳しくは知

らないんですけれど、例えば委員を募るとか、そういったことがなかなか毎年だと難しい

とか、そういったようなところもあるのかなというふうなことも一つにはあるというふう

に考えている、高校生の参加意欲の話もございます。  

 改善の可能性ですが、例えば高校生の部分、例えばタウンミーティングなどをやりまし

て、高校生に参加いただいて、意見を表明するということはすごく楽しいんだ、大人が自

分たちの意見を受け入れてくれるということは楽しいんだな、そういったことをいろいろ

とご意見の中でもいただきましたので、毎年開催しようという機運が高校生の側から高ま

るとか、そういったことになるのが一つ改善なのかなというふうに捉えてございます。そ

の他、いろいろ、このようなご意見の中で、例えばいろいろな世代が入ったほうがいいん

じゃないか、そんなご意見もありました。それは改善なのかどうなのか分からないんです

が、ただ今年参加した子どもたちに聞くと、やはり自分たち中学生が小学生となかなかテ

ーブルを囲んで話すというのはちょっと合わない部分もあるので、同世代でよかったなと

いったような意見が寄せられているところです。それが将来、それとは別に多世代ものも

一つやろうかとか、そういったことについてはまた今後の検討なのかなというところです。 

 あと、すみません。区長室の話ですね。これは、もともとが意見聴取の取組として、広

報課が担っていたものです。ただ今回、新たな区長になったということもあり、区長室の

機能を大分強化して、そういった子どもたちの意見、区長のほうで直接受け止めたいとい

ったような希望もあって、そちらのほうに。広報課から事務移管がされたといったような

ところ。それも一つと意識してございます。  

 

【委員】  
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 ありがとうございます。子どもにやさしいまちという概念が、どんどん幸せの中に含ま

れるようなご意見だったのですが、私どもはそうは考えていませんが、そのように考えて

いるというご説明については、ありがとうございます。この文面だけでは理解できなかっ

たので。  

 

【会長】  

 ありがとうございました。  

 ほかにいかがでしょうか。ここが分からないとか、そういうご質問等がありましたら、

お願いいたします。  

 ほかによろしいですか。この条例についてのパブリックコメントの結果ですが。  

 じゃあ、よろしければ、次に行きたいと思います。  

 

【事務局】  

 改めまして、本当にこの件では、皆さんから様々ご意見いただくことができて、私ども

も救われたというか、本当に助かったというか、本当にありがたかったと思っているとこ

ろです。できた後も、しっかりこれをもって、頑張るといったようなご意見を多数いただ

いていますので、そのとおりに頑張っていきたいと思います。ありがとうございました。  

 引き続き、「北区子ども・子育て支援総合計画２０２４」（案）のパブリックコメントの

実施結果について、ご報告をします。  

 資料は全体のほうで進んで、４１ページになりますかね。  

 １の要旨です。パブリックコメントを実施したということについての説明は省略して、

子ども・子育て会議におきましては一度説明してございますが、この計画と同時期に策定

を行っている教育ビジョンというものがありまして、そちらと密接な連携の下に施策を推

進するということが明確になるように、北区子ども幸せプランという統一的なデザインの

基、冊子を作成することといたします。  

 項目２のパブリックコメント実施結果に進みます。資料といたしましては、次ページか

ら始まる別紙１をご覧いただけますでしょうか。  

 １の概要ですが、意見募集期間、周知方法、閲覧場所は記載のとおりでございまして、

結果１５名の方から８１件の意見が寄せられ、これは全てホームページを通してのもので

ございました。  

 ２の内容について、概略を説明します。  

 まず、第１章の計画の策定にあたってのＮＯ．１です。本計画は全計画の計画期間を１

年前倒しで引き継ぐ旨、きちんと明記することがご意見で、区としてもその旨、明記する

形で修正を行うことといたします。  

 次です。次が、全体の通しページ、４６ページのほうをご覧いただけますでしょうか。

ＮＯ．２０になります。  

 ＮＯ．２０です。１８歳未満の子を持つ禁煙治療費助成事業といったものがあるんです

が、これも区民の方からのご意見のとおり、子を持つ方、助成の対象となる方が誰という

のが分かりにくい表現でしたので、そのことをきちんと明記するように修正を行います。  

 次です。次が通しページでは５２ページになります。  
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 ＮＯ．４４をご覧いただけますでしょうか。グラフのタイトルについてのご意見でござ

いまして、これもご意見のとおり対象となる歳児の説明など、これを加えたいと考えてご

ざいます。  

 その下、三つ下ですね。４７番です。パブリックコメントで示した案では、トワイライ

トステイといった表現を用いておりました。しかし、こちらの事業についてはショートス

テイ事業に組み入れることといたしましたため、こちらについてもご意見のとおり、トワ

イライトステイといった表現を削除するような取扱いといたします。  

 次の項です。  

 すみません。５３ページです。申し訳ございません。ＮＯ．５０をご覧ください。  

 全体通しの５３ページの５０番です。こちらもご意見のとおり、放課後子ども教室、一

般登録といったものについて、読み手の方が分かりやすいような説明を加える形とします。 

 次です。５６ページをご覧いただけますでしょうか。  

 ５６ページの６４以降なのですが、文言体裁等について数多くのご指摘をいただきまし

た。大変細かくご確認いただきありがたいところと考える一方、しっかりとこちらのほう

での配慮が行き届いていなかった部分が多くあって、大いに反省するところと考えてござ

います。  

 次です。データといたしまして、ページの５８ページ以降ですね。５８ページ以降がパ

ブリックコメント実施時点でのものからの修正箇所の一覧になってございます。  

 まず、全体的な修正点ですが、文章表現を最新のものに事前修正するなど、表にお示し

の内容を反映したというものです。また、誤字脱字体裁等の修正については、パブリック

コメントで寄せられたご意見の箇所と重複いたしますので、記載は省略してございます。

すみません。個別の修正箇所の説明についても、概略の説明をさせてください。  

 まず、この資料５８ページの計画冊子でいうと１２６ページのところですね。スクール

ソーシャルワーカーについてなんですが、現状として各中学校に１名を配置してございま

して、さらに拡充を目指すということ、またスーパーバイザーの配置により、資質向上を

図るといったような取組、そういったことをやっていくことで、５８ページから５９ペー

ジにかけてまたがっていますが、お示しのとおり修正をさせていただこうと考えてござい

ます。  

 次です。その下ですね。ページで言いますと１３１ページで、病児・病後児保育の利用

助成金型といういわゆる居宅訪問型の事業についてでございます。  

 こちらの事業ですが、ベビーシッター利用支援事業と併せて実施する形に見直すことか

ら、そのように内容を修正してございます。このことについては、資料では次のページに

移りまして、計画策定の冊子の１９４ページについても同じ趣旨での説明、同じ趣旨での

修正を行うこととしてございます。  

 では、すみません。また冒頭の、この議題の４１ページのほうにお戻りいただけますで

しょうか。  

 本計画については、区議会での意見聴取も終了いたしまして、３月２８日に開催する北

区教育委員会に議案として提出し、決定をいただく予定としてございます。なお、この計

画の冒頭に区長の挨拶文を掲載するような形を考えてございます。  

 次に、来年度の話を少しさせてください。  



10 

 今年度６月に開催した子ども・子育て支援計画の部会、並びに７月に開催した子ども・

子育て会議において説明した内容と重複いたしますが、今回区では基本計画などの見直し

に合わせて、区の子ども・子育て支援計画、支援総合計画の改定を行いました。そういっ

たことで対象期間を１年早く切り上げて、前倒しするといったようなことですが、この区

の計画ですが、令和６年度を対象期間の１年目といたします。しかし、国のほうの子ども・

子育て支援計画については、令和６年度までが第２期となっていまして、令和７年が第３

期の１年目になるといったようなことで、国の定めとずれが生じるような状況です。  

 また今回、国のほうでは令和７年度からの子ども・子育て支援事業計画策定について、

新たに資料に記載がございます三つの事業を加えるような、そういった指針が示されまし

た。今回、皆様には計画をつくっていただいたところなんですが、次年度につきましては

計画の策定というか、改定の必要が若干生じる形となってございます。また、子ども・子

育て会議にご審議をお願いしたいと考えてございます。何とぞ、よろしくお願いいたしま

す。  

 ご審議に当たってのスケジュールなどについては、次年度に改めて説明を申し上げる予

定ですが、令和７年度の国のほうの１年目までには、計画の策定を行うといったようなこ

とです。  

 以上、雑駁ではございますがご説明とします。  

 

【会長】  

 ご説明、ありがとうございました。ただいまのご説明、②ですね。子ども・子育て支援

総合計画のパブリックコメントの実施結果等ですが、いかがでしょうか。何か、ご質問、

ご意見等がありましたら、お願いいたします。  

 どうぞ。  

 

【委員】  

 ５０ページのＮＯ．３５「子どもの権利保障に係る普及啓発の実施」についてですが、

ここも会員から意見が出ていまして、①出前講座実施方法等については検討中ということ

ですが、やはり最初が大切なので、しっかり予算をかけて、携わる職員さんもしっかり研

修をして有識者などから学んでいただいて、進めていただきたいと思います。  

 ②、ここで「環境への配慮等の観点から、Web ページを主体と考えています」とあって、

紙のリーフレットも作るというようなお話を会議の中で聞いた覚えがあるんですが、これ

については「必要に応じて作成を検討」と書いてありまして、現時点ではあまり必要と考

えていないということかなというふうに理解されるのですが、子どもが分かりやすく親し

みやすいとか、子どもの身近にすぐあることを考えながら、Web も紙も両方あるとよいと

思います。  

 ③の「１１月に効果的な啓発をする」とあり、先ほどもこのようなお話がありましたが、

令和６年度予算案、主な事業、この資料を見ますと児童館祭りなどに出向くということが

書いてあって、児童館祭りに参加したお子さんや親御さんがいいと思うんですが、何かそ

ういう、それも悪くはないですが「効果的」ということでしたら、より広く、たくさんの

区民を対象に考えていただきたいと思います。よろしくお願いします。  
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【事務局】  

 権利の取組ですが、まず１番のところ、確かにしっかりやるというのは本当に大事なこ

とだと思います。始めは、まずは有識者の方に頼んでというか、それを見て、区の職員の

ほうも話し方しかり、子どもへの接し方しかり、いろいろ勉強していく必要があるのかな

と思ってございますので、いろいろ学ばせていただこうと思っています。  

 紙ですが、いわゆるペーパーレスの流れというのが想像以上に、すごく進展しているの

かなと思いますが、ただ子どもの場合、パソコンの画面よりもというようなことで、必要

に応じてというのは、そういったことですがただ、そういったところ、例えば区で配布す

るというのも、時には必要なんでしょうけれど、保護者の方に必要に応じてプリントアウ

トすること等を求めていけたらなと、そんな思いではあります。  

 あと、次に最後のＰＲなんですけれど、児童館祭りに限らず、様々あろうかと思います。

ただ、なかなか私たちが出ていって、そういったことができればというと、あるようで難

しかったりするんですけど、ただすごくやりたいので、いろんな場で、児童館祭りという

のは比較的我々が出ていきやすいことで、一つの例として先ほども申し上げましたが、い

ろいろな場が出てきて、「ここにもいるね。また、見かけたよ」等と多くの人たちに思われ

るように頑張りたいと思います。  

 

【会長】  

 ほかにいかがでしょうか。  

 

【委員】  

 ５５ページの５７番について質問です。  

「日本版ＤＢＳの導入ができるまでは、犯罪歴がある人間を子どもと関わる仕事に就かせ

ないよう規則をつくってほしい」という意見に対して、  

区の回答として、「区における子どもに関する施設の職員等の任用等の精度、運用について

は、注力しながら適切に運用を行ってまいります」とあります。  

これは具体的にどのような運用を検討されているのでしょうか？  

区直営の学童ではなく、区が委託をしている株式会社など民間企業の職員が運営をしてい

る施設もあるかと思います。  

区と雇用関係がない職員の方々のチェックを区がどのように行うことを想定されているの

でしょうか？  

たとえば、「そこをしっかりチェックしてくださいね」と、雇用主である株式会社などにお

願いをする形を取るのか、実際の運用はどのようにお考えでしょうか。  

最近も子どもが被害者となってしまう事件や事故がある中で、行政のチェックがどのよう

に行われるのかという点はとても興味があるところなので、質問させていただきました。  

 

【事務局】 

 日本版ＤＢＳについてですが、学童、それから放課後事業については、今のところ任意

事業という形で位置づけられているところです。ただ、その運用については、まだ国や都
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から正式通知が来ていませんので、まだ私どもとしてもマスコミ報道、そういったもので

知る限りのレベル感となってございます。 

 ただ、ご質問いただいた学童、例えば区の職員もあったり、委託だったり、そういった

違いはありますが、ただ区立の放課後事業という形で扱いは一緒ですので、差が出ないよ

うな形で、両方とも適切に、これから対応を考えていきたいというふうに考えています。 

 ただ、委託のところの職員の人事権については、事業者の範疇というふうになります。

ただ、レベル差が、考え方の相違があってはいけませんので、区のやり方を事業者さんに

も求めていきたい、そのように今、考えているところです。 

 

【会長】  

 ありがとうございました。  

 ほかにいかがでしょうか。②について、よろしいでしょうか。  

 それでは、次に行きたいと思います。③北区児童相談所等複合施設運営指針策定につい

て、事務局からご説明をお願いいたします。  

 

【事務局】  

 私のほうからは資料３、北区児童相談所等複合施設運営指針策定について、ご説明をし

たいと思います。  

 通し番号、６１ページをお願いいたします。  

 １、要旨です。区はこれまで児童相談所設置に向けまして、基本構想や基本計画を策定

するなど準備を進めてまいりました。このたび、児童相談所等複合施設運営体制等を定め

た児童相談所等複合施設運営指針の策定を行いましたので、ご報告を行うものです。  

 ２番、現況については記載のとおりです。  

 ３番の内容について、６３ページ以降の概要版でご説明をしたいと存じます。６３ペー

ジの横向きの資料をご覧ください。  

 ６３ページ、２番、施設概要及び開設時間からです。  

 （１）児童相談所等複合施設の開設時期です。児童相談所を含む教育総合相談センター

や児童発達支援センター等の複合施設の名称を（仮称）子ども総合相談センターとし、多

くの区民や利用者に親しみを持って利用していただけるよう、愛称の募集を行う予定です。

複合施設の竣工は令和８年９月頃、児童相談所を除く複合施設の運営開始は令和８年１２

月、児童相談所の開設を令和９年２月を予定しています。  

 少し進みます。（３）開所時間までお願いいたします。  

 １番、複合施設の開所時間です。こちら、平日午前８時半か午後５時１５分までとしま

す。ただし、児童相談所における夜間休日等の対応は、外部委託等を含め検討し、通報者

や相談者からの電話を２４時間３６５日確実に受けることができる体制を構築してまいり

ます。  

 ②あそびのひろばの開所時間です。こちら、総合相談窓口を設置したあそびのひろばを

毎日開所とし、他機関が閉館している時間でも、区民からの相談が応じることができる仕

組みを構築してまいります。  

 右側お願いします。３番、基本方針及び実現の方策の（２）実現の方策についてです。
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１から６に分けて記載をしますが、少し説明をしたいと思います。  

 １番、児童虐待の確実な対応と各相談機能の連携についてです。この後にも記載があり

ますが、組織名については仮称ということで、ご承知おきいただければと思います。  

 １番の一つ目の丸、児童虐待の一時的な窓口を児童相談所子ども連携支援課相談支援係

とし、事務職や福祉職等による児童虐待初動体制を一元化し、迅速に対応してまいります。  

 一つ飛びまして三つ目の丸、児童相談所や子ども家庭支援課、教育総合相談センターの

スクールソーシャルワーカー等とともに、１２中学校圏域で地区担当制を導入し、学校や

地域等の関係機関にとって、顔の見える支援体制を構築してまいります。  

 ③気軽に相談できる体制と相談者に寄り添った支援の構築までお願いいたします。  

 一つ目の丸、遊びの広場に面した１階に総合相談窓口を設置し、子どもや保護者が気軽

に相談できる体制を整えるとともに、児童虐待や発達障害、不登校等、様々な専門の相談

窓口、子どもや保護者が迷うことなく相談できる体制を構築してまいります。  

 恐縮ですが６４ページをお願いいたします。左側の５番、一時保護所における子どもの

権利擁護と学習支援体制の構築です。  

 一つ目の丸ですが、一時保護された子どもの権利を守るため、子どもが自由に意見表明

できる機会を確保し、相談しやすい体制を構築します。  

 三つ目の丸です。学習支援については、民間の活力も含めて、総合的な支援体制の充実

を構築するとともに、複合施設内に配置する教育総合相談センター、適応指導教室や、子

どもの在籍校と連携をしながら学習を進めることができるよう、検討してまいります。  

 ４番、組織体制と職員配置です。児童相談所等複合施設におきましては、児童相談所、

子ども未来部、教育振興部４課１センター体制で、管理職６名を配置する予定です。右側

の組織図については、後ほどご高覧ください。  

 （２）職員配置及び各課係の主な事務分掌です。こちら、複合施設全体で右下にござい

ますが、２０６名の職員が働く予定になってございます。また、新たに設置する児童相談

所の職員は、そのうち約１３０名と考えています。その職員の確保育成が課題であり、今

進めているところです。  

 続きまして、１ページ進みましての５番、一時保護所をお願いいたします。こちらは（２）

の一時保護所の定員及び整備方針ですけども、一時保護所の定員は２０人、学齢女子８人、

学齢男子８人、幼児の２としています。一時保護所については、児童福祉法の改正も踏ま

えまして、特に子どもの権利等を含め、準備を進めてまいります。  

 大変恐縮ですが、６７ページまでお願いします。  

 こちらについては、白黒になってございますので、別添の資料３の②と同じものになっ

てございます。こちらがカラーになってございますので、そちらでご覧いただければと存

じます。複合施設全体の相談の流れです。  

 こちら、１階のあそびのひろばに面した場所に、総合相談窓口を設置し、子どもや保護

者が気軽に相談できる体制を整えるとともに、子ども・子育て教育に関する相談に、子ど

もや保護者が迷うことなく相談できる体制を構築してまいります。また、オレンジの部分

が虐待の通告相談窓口として、１８９ダイヤルと連携をし、迅速に初期対応を行う仕組み

を構築してまいります。こちらは総合施設全体の流れになってございます。関係機関をは

じめ、区民の方により分かりやすいリーフレット等の作成に努めながら、今後も準備して
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まいりたいと思ってございます。  

 私のほうの説明は以上になります。ありがとうございます。  

 

【会長】  

 ご説明、ありがとうございました。  

 それではただいまのご説明に対して、ご質問等がありましたらお願いいたします。  

 

【委員】  

幾つか教えてください。  

 課長のほうからも課題ということで認識されている職員の確保の点なんですが、令和８

年度に開設するというところで、正規職員が１３７名で、主に専門職、福祉の方だと思う

んですが、どういった計画で、どのように確保するのかというところと、今の現状を教え

ていただければと思います。  

 

【事務局】  

 ご質問、ありがとうございます。  

 本日お配りしている資料になくて、なかなか説明しにくい部分で恐縮ですけども、児童

相談所を設置する上では福祉職、児童福祉司に当たる社会福祉等を持っている福祉職、ま

た児童心理司として、臨床心理士や公認心理師の資格を持っている職員の確保というのが

大きな課題となってございます。１３０人程度の職員を令和８年度、やっぱり一気に確保

するというのは難しいというふうに思ってございますので、現在も含めて、経験者採用等

で職員を採用しています。また、令和５年度に関しては、２３名の職員が他の自治体、東

京都ですとか、先行自治体に派遣という形で１年ぐらいの単位を基に、派遣研修に行って

います。また、それについては、令和６年度は、その人数については２３年から３２名と

いうふうには増えていく予定ですので、残り３年を切っている状況で楽観視しているわけ

ではございませんが、できる限り職員の確保、また育成については一番大事にして努めて

いきたいと思ってございます。  

 以上です。  

 

【委員】  

 ありがとうございます。  

 あと、もう一点なんですけど、北区の児童相談所ができたときに、東京都の北児相、王

子のところにあると思うんですが、そことの役割分担はどのように変わるのか、教えてい

ただいてよろしいでしょうか。  

 

【事務局】  

 ご質問いただきました内容についてお答えします。 東京都北児童相談所については、

現在は北区のみの管轄で、東京都が運営している児童相談所になります。これまで荒川区、

板橋区、北区、三つの管轄で運営をしておりました。荒川区と板橋区については、各区で

児童相談所を設置したため、今現在北区のみの形になってございます。令和８年度開設後
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については、あちらの施設については東京都での運用は終了という形で、後ほどの場所で

の活用については知らない部分ではございますが、役割とか完全に東京都がやられている

児童相談所業務を北区のほうでやっていくという形になります。  

 

【委員】  

 分かりました。ありがとうございます。  

 

【会長】  

 ありがとうございました。  

 ほかにいかがでしょうか。どうぞ。  

 

【委員】  

 ６４ページの左側の⑤学習支援体制のところで、学習支援については「民間の活力を含

め」というふうに書いてあるんですが、具体的にどのようなことを想定されているんでし

ょうか。  

 

【事務局】  

 ご質問、ありがとうございます。  

 「含め」ということで少し補足します。現在、先行自治体等では、一時保護所の学習支

援については、会計年度任用職員、元教員等の活用で実施している自治体が多いという

ふうに感じています。ただ、一方で一部の自治体では、子どもの学習支援を行う上で、

その教科について、例えば会計年度職員は二、三名しかいないということで、例えば国

語と算数しか教えられないような自治体があることが課題というふうに感じていまして、

北区においては決定ということではないですが、学習支援の部分について、民間の力を

借りて、運営できないかというところで、今検討を進めている形です。  

 

【委員】  

 事業を委託するというようなことですか。分かりました。  

 

【会長】  

 ほかにいかがでしょうか。  

 

【委員】  

 ６３ページ、大きな２番の（３）の①にございます「電話による２４時間３６５日、確

実に通報者や相談者からの連絡を受けることができる体制を構築します」という項目につ

いて質問です。  

これは東京都の行っている「児童相談センター よいこに電話相談（03-3366-4152）」の

ようなイメージでしょうか？  

私自身が自分の子どもの対応に困って、電話相談した経験があります。どこかに連絡して、

何か対策を教えてもらえないか、と必死でした。  
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実際にそういったところに電話をかけて話を聞いていただいて、具体策をいただいて助か

りました。もっと言えば聞いていただくだけで救われる部分が、かなりありました。  

 ただ、そのサービスは利用時間が制限されていました。３６５日２４時間、そういった

電話相談先が北区内にできれば、子育てしている方々にとって、大きな安心感や希望にな

ると思います。  

 反対に、この体制を継続することがとても大変なのではないか？とも思います。希望者

が多ければ「電話番号はあるがつながらない状況」や、「夜間帯に担当者を確保する難しさ」

などがあるかと思います。  

ここでうたっていただいているからには、ぜひ実現していただきたいという希望も込めて

伺いたいと思います。  

どのように適切に対応できる人員を確保していくのか、具体的にどのようなを計画されて

いるのか、教えていただければ幸いです。  

 

【事務局】  

 ご質問、ありがとうございます。  

 いただいた意見を含めて、明確な回答はなかなか難しいかなと思っているところもござ

いますが、こちらにちょっと表現しているところに、少し分かりにくい部分もあるのかな

というふうに感じています、こちらの２４時間３６５日確実にいうことで、今ご案内いた

だいたような事例もありますし、先ほど少しご紹介しましたけど、今１８９というダイヤ

ル、虐待通告のダイヤルに連絡をすると、それぞれの設置自治体の児童相談所を設置して

いる自治体の児童相談所長等にご連絡というか、情報が行くような仕組みなどの自治体で

も実施していますので、それについては北区においても設置後、外部ももちろんそういう

ことを専門的にやっているような外部事業者に委託をしながら、準備をしていきたいと思

っています。  

 本当に今、おっしゃっていただいたような、本当の虐待、もう本当に手をあげてそうな

ってしまったというのは、もう電話をいただいたほうがいいかなと思うんですが、その一

歩手前の何かちょっとそこまでではないんだけども、何ですかね、少し相談したいなとい

うところについては、ここは３６５日２４時間というところまでは、今、難しいかなと感

じていますが、ちょうど２番のところにございます総合相談窓口というあそび広場に設置

する予定の総合相談窓口に、土日も含めて午前９時から午後５時という時間帯に限ってし

まいますが、相談できる部分については、北区がというわけじゃないんですが、他の自治

体より少し手厚い部分での相談かなとは思っている部分ですので、今後、今いただいた意

見も含めて、どのような形でというところは引き続き検討していきたいと思ってございま

す。  

 

【委員】  

 ありがとうございます。  

 

【委員】  

 すごく充実させる方向でありがたいなと思っているんですが、すごく職員が必要な状況
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かなと思っていて、数が増やせばいいという問題ではないかなと思うので、しっかり研修

していただきたいなと思って。一時期、すごくニーズが高まって数が増えた時期に、子ど

も権利の基本を分かっていないような不適切な発言をされたりとか、一時保護の基本もあ

んまり理解されていないような方が職員にいらしたりするということもあったりしたので、

やっぱりそうすると本来の役割を果たせない、数はあっても、本来の役割はきちっと果た

せなくなってしまうと思うので、きちんと研修していただきたいということと、長く働い

ている方に対しても、定期的な研修を積めるような機会をきちんとつくっていただけると

いいかなと思います。よろしくお願いします。  

 

【委員】  

 私どもでわくわくの事業をやっているんですが、その中の区の職員の方が１人、こうい

うことを示されて、荒川区のほうでたしか行っております。ここに適切な方が選ばれてい

っているなという感じはしています。  

 先ほどお話があった５年度２３名、６年度が３２名というのは、これは２３名の方がそ

のまま６年度に２３名残っていて新たにプラスになった、それとも５年度にいた２３名、

６年度の３２名の方は別の方、・・・のことなんですか。  

 

【事務局】  

 ご質問、ありがとうございます。  

 それはちょっと手持ちの資料がなく正確にお答えできないかもですが、新たに１５名職

員を派遣すると記憶しているところですので、１７名は派遣先が変わったりするんですが

継続ということと、あとそうすると８名ぐらいの職員がとありますが、例えば子ども家庭

支援センターや児童相談所開設準備担当課に戻ってきてもらう職員も大多数いますので、

職員が児童相談所での経験した内容を新たに新規採用になる子ども家庭支援センターの職

員に育成できるような、そういう仕組みも含めて、進めているというところです。  

 

【委員】  

 ありがとうございます。  

 毎回質問して大変恐縮なんですけど、今後の予定の中の工事、開設ですね。公共の施設

は何かと工事が遅れがちだということも現実的にありますし、能登地震等々で、もうその

段階ではないと思いますけど、いろんな工事が遅れる、そういうことがございます。そこ

ら辺は進捗については、予定どおり進んでいるという理解でよろしいですか。  

 

【事務局】  

 現在、ハード面については、この３月に設計が基本設計、実施設計は完了しました。そ

の後、今、先ほど説明はしなかったんですが、令和６年９月頃から建設工事着工をしてま

いりたいと思ってございます。その上では、その前に入札等の手続が入りますので、現在

としては、状況としては進捗、特に遅れはないんですが、そのときの入札等についてはか

なり注視というか、様々な現状ありますので、不安がないかと言えば不安も一部あるとい

うか少しあると思いますので、ただ、引き続き予定どおりいけるように準備を進めてまい
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りたいと思います。  

 

【委員】  

 ぜひ、ご努力を賜りたいと思っています。  

 赤羽根体育館でﾀｲｶﾝのない、あれだ、またされましたよね。何回も何回も不調があって、

そういうことも考えられないでもないので、可能な範囲でご努力をお願いしたいと思って

います。  

 

【会長】  

 ありがとうございました。  

 ほかに、いかがでしょうか。  

 

【委員】  

 保護されるお子さんの家庭は、結構、私も地域で子ども支援の活動をしていて、とんで

もない保護者もいて、話をしても全然通じないという方もやっぱり少なくない中、職員の

方も大変だと思うんですよね。普通の話が通じないという場合に、随分心労が重なるんじ

ゃないかと思うんですね。時々、私が聞いた話ですが、ちょっと潰れてしまうというか、

心が壊れかけて離職してしまうという方の話も聞いたことがあって。やっぱりせっかく子

どものことに関心があって、専門職に就いた方がそういったことにならないように、心の

ケアという、子どもたちのためにもすごく大事だし、本当にスーパーバイザーのような方

をきちっと確保して、継続して長く仕事をしていただくような体制にしていただきたいと

思います。よろしくお願いします。  

 

【会長】  

 ありがとうございます。  

 委員の皆様から非常に大事なご指摘、ご意見をいただいていますが、ほかにいかがでし

ょうか。よろしいでしょうか。  

 それでは、③児童相談所について終わりまして、④に行きたいと思います。  

 令和６年４月期の保育園の入所申込状況（一次審査）と今後の待機児童解消策について

です。ご説明をお願いします。  

 

【事務局】  

 令和６年４月期の保育園入所申込状況（一次審査）と今後の待機児童解消策についてで

す。要旨、件名のとおりですので、項目２のほうから説明をいたします。  

 （１）の新規申込者数については、前年度比で１歳児の増加がありました。  

 （２）の入所保留者数についても、１歳児の方の保留者数が増加してございます。  

 表の（３）（４）の表を見ますと、１歳児を除く０歳、２歳、３歳、４歳、５歳について

は、全体として今年以上に保育所の定員の空きが課題になる見込みとなってございます。  

 一方で、１歳児については、待機児の発生という観点からすると、前年度よりも若干よ

ろしくない状況ではございます。ただし、令和５年４月期の状況を見ますと、一次募集の
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段階で２歳児について、全体で入所希望者に対する二次募集枠、２４名の不足といったよ

うな状況でしたが、二次募集終了後の最終の結果といたしましては、全体で１７８名の空

きが生じる事態となり、待機児童ゼロを達成したといったような状況です。  

 また、今年度に関して、１歳児、２７０名入所保留者がいるんですが、約半数、これは

育児休業申請のための入所申請であることが明らかとなってございます。また、現在、二

次審査の最終的な集計途中ではございますが、４月時点、最も競争が厳しいとされる１歳

児クラスにおいても、全体では１３０名程度の空きが生じる見込みであるという。そのこ

とから地理的な問題によりまして待機児童が発生したとしても、それほどの数にならない

見込みではございます。  

 ただし、今後の動向については引き続き注視してまいりたいと思います。  

 裏面に進みます。参考といたしまして、①②③④ということで、区内の就学前人口を示

してございます。昨年度に引き続き、全体としては減少が進んでいるといった状況です。  

 その下、最後に３番です。今後の待機児童の解消の考え方ですが、昨年度と変更はござ

いません。こうした状況を踏まえまして、新たな私立認可保育園等の公募誘致については、

昨年に引き続き見送ることといたします。なお、二次審査の申込状況を踏まえまして、必

要に応じて対応策を検討することといたします。  

 以上、ご説明申し上げました。  

 

【会長】  

 ご説明、ありがとうございました。  

 ただいまのご説明に対して、ご質問、ご意見等がありましたらお願いいたします。  

 

【委員】  

 基本的に４月１日にならないと待機児童の数値は出てこないと思いますが、基本的に待

機児はゼロという認識でよろしいでしょうか。  

 

【事務局】  

待機児童の考え方なんですけど、北区は結構いろんな自治体に比べて厳しく真面目にきち

んとカウントしているような私は印象なんですが、自分で言うのも何なんですけど。例え

ば区境とかにお住まいの方々がいらっしゃると、ある程度の圏内に施設に空きがないけど

とちょっと行けばあるみたいな状況というのは、やっぱり生まれてしまうこともあるんで

す。ただ、全体としては正直一番競争の激しい１歳ですら、ほぼ地区満遍なく何ていうん

でしょう、空きは生じている状況なんですね。  

 ただ、例えば滝野川東地区なんていうところ、かなり細長いところで、一応１１名入り

たいという人はいるんです。それで、空きは１なんです。なので、ひょっとしたらという

ことはあるので、ならないようにいろいろ施設とも協力しながら頑張っているところなん

ですが、ゼロの確約はできない状況です。  

 

【会長】  

 ほかにいかがでしょうか。よろしいでしょうか。  
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 それでは、次に行きたいと思います。  

 ⑤令和６年度子ども未来部の組織改正について、お願いいたします。  

 

【事務局】  

 では、すみません。ちょっと長い説明になってしまうんですが、今回の組織改正の⑤の

議題と⑥出産・子育て支援担当部長の業務内容、これは密接に関連があるため、続けての

説明ということでよろしいでしょうか。  

 では、すみません。⑤と⑥、続けての説明をします。  

 まずは、全体資料の７２ページをご覧ください。  

 新旧対照表というのがございます。右側に改正前、すなわち３月現在の組織図が書かれ

ており、左側に令和６年４月以降の組織図を記載してございます。網かけになっていると

ころが改正の箇所になるわけです。  

 まずは右側の改正前の図です。上の省略というのがあります。省略があって、その下に

健康部というのがございます。その下、ちょっと間隔が開いてまちづくり部があって、そ

の下にまた省略というところがあって、そこのところで、一旦その組織の線が切れる形に

なってございます。これが要は区長部局を表してございます。その省略から省略のところ

まで。その下、また教育振興部と子ども未来部と二つがあるわけですが、これが今、教育

委員会の事務局を構成しているといったような図になってございます。  

 また、改正後の図ですが、網かけとなっている子ども未来部のところですが、下に、つ

まりこれが次年度の改正の図で、健康部とまちづくり部の間に、子ども未来部が移るとい

ったようなことになります。すなわち、子ども未来部は教育委員会から区長部局へ移ると

いったようなことをお示ししてございます。また、改正後の図では、網かけとなっている

子ども未来部の下に、また網かけで出産・子育て支援担当部長がありまして、以下、担当

課長、担当主査と続いてございます。  

 この２点について、経緯などを簡潔に説明したいと思います。  

 １ページ戻りまして、７１ページをご覧ください。  

 まずは、子ども未来部の区長部局への移行についてです。資料にはないお話なんですが、

平成２８年度、区の組織改正におきまして、子育てと教育の両部門をさらなる連携を強化

し、子ども、親、家庭、地域、学校への支援策をより効果的・効率的に展開できる組織と

するために、当時、子ども家庭部という名称でしたが、そちらを教育委員会事務局へ移行

し、併せて名称を現在の子ども未来部としたところです。そして、これまでの間、子育て・

教育の緊密な連携の下に、放課後子ども総合プランの円滑な全校導入ですとか、あとまた

学童クラブの学校内設置の推進などを取り組んできていまして、成果を上げてきたといっ

たような認識です。  

 しかし、一方で、北区児童相談所開設に向けまして準備を進めてきたところでしたが、

開設に当たりましては児童福祉法の関係から、関係組織を区長部局への設置することとな

る、そういった課題もございます。また、国におきましては、本年４月に、本年度、子ど

もに関する取組、政策を社会全体で後押しするための新たな司令塔といたしまして、こど

も家庭庁が設置されたということ。また、改正児童福祉法の中で全ての妊産婦、子育て家

庭、子どもの包括的な相談支援等を行います、いわゆるこどもセンターの設置に努めるよ
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うにいったようなことが各自治体に求められているといったところもございまして、子ど

も未来部を区長部局に移行させる組織改正に至った次第です。  

 なお、これまで子育て・教育部門の緊密な連携の下、行ってきた取組については、組織

改正後もさらなる連携強化というところで、取り組んでいきたいと考えてございます。  

 次に、出産・子育て支援担当部長、担当課長の新設についてです。項目については（２）

のほうですが、こちらについては、母子保健と児童福祉両部門の連携・推進の中心的な役

割を担うこととしてございます。先ほどご説明しました「こども家庭センター機能」の要

となる中心的な役割を担う組織として新設を予定しているものです。  

 最後に、資料７３ページのほうへお進みください。出産・子育て支援担当部長の業務内

容について、ご説明をさせてください。  

 要旨です。国が二つの法律を改正いたしまして、全ての妊産婦・子育て世帯・子どもの

包括的な相談支援体制を構築し、妊娠期から出産・子育てまでの伴走型支援等の充実を図

るとともに、多様な家庭環境などに合わせた支援の充実・強化を図るため、こども家庭セ

ンターの設置、これが実際に努力義務化されました。  

 北区では、区民の方々に新たな施設の設置を連想させてしまう、こども家庭センターと

いったような名称を用いず、その機能を確保するために、児童福祉及び母子保健両部門の

情報共有・連携の調整等を行う「出産・子育て支援担当部長」及び「出産・子育て支援担

当課長」を令和６年度に設置いたします。  

 参考といたしまして、枠内には、こども家庭庁のガイドラインから、こども家庭センタ

ーの役割を割抜粋してございます。  

 ２の組織です。部長、課長、担当主査の事務スペースといたしましては、今、子ども未

来課とあと教育振興部等が事務所としてございます滝野川分庁舎の３階にある、現在は打

合せスペースとなっている部屋を執務室にしたいと考えてございます。  

 また、現在行っている伴走型支援といたしましては、健康部において、各健康支援セン

ター、これが王子・赤羽・滝野川にありまして、産前妊婦さんを対象とする「はぴママた

まご面接」を実施しています。また、子ども家庭支援センターでは、生後６か月までのお

子さんがいらっしゃる保護者さんを対象とする「はぴママひよこ面接」を実施してござい

ますが、一体的な運用を通じて連携を図るため、それぞれの事業を担当する係長、主査級

の保健師については、出産・子育て支援担当課長付を兼務するという扱いとします。  

 次です。次のページに進みまして、３の担当部長等の業務内容についてです。  

 （１）の関係する所管課との連携・調整に関わることといたしまして、区民の妊娠、出

産、育児等に関する相談及び支援に関すること。また、２といたしまして、妊産婦の身体

及び精神的な健康状態や生活状況等の把握に関すること、また、三つ目のポチですが、特

別な支援を必要とする妊産婦や子育て家庭を対象とするサポートプランの作成に関するこ

といったようなことを上げてございます。  

 （２）です。母子保健及び児童福祉分野を所管する庁内関係課による（仮称）出産子育

て支援連携会議の実施に関することを上げてございます。  

 また（３）ですが、令和８年度の児童相談所等複合施設の開設を見据えまして、こども

センター機能の一層の拡充に向けた組織体制の検討に関することも入ってございます。  

 また、（４）新たな在宅子育て家庭への支援策の検討に関すること。  
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 そして（５）ですが、担当する事業といたしまして、みんなでお祝い輝きバースデー、

親育ちサポート講座「ノーバディズ・パーフェクト・プログラム」、そして３番目の子育て

福袋については現在の子ども未来課から、また④の民設子育てひろば運営支援については

子ども家庭支援センターから事業を引き継いでまいります。  

 最後に、４の相談窓口についてです。現在、はぴママたまご面接を行っている参加者の

健康支援センター及び第一庁舎一階にあります健康係の窓口におきましても、はぴママた

まご面接を行っています子ども家庭支援センター、これら窓口を合わせますと計５か所に

なるんですが、ともにどちらの面談も実施することとします。ただし、それぞれの実施回

数等については調整中ですが、事前予約とするとともに全ての窓口で同じ実施回数を確保

することは難しいのかなと考えてございます。  

 なお、参考ではございますが、区内の各児童館においても月１回程度ひよこ面接を行っ

ていますが、次年度からは実施頻度を週１回程度に増やす予定としてございます。  

 雑駁ではございますが、以上、説明とします。  

 

【会長】  

 ありがとうございました。⑤と⑥とを併せてご説明いただきました。  

 何かご質問等ありましたら、お願いいたします。  

 

【委員】  

 組織改正のことでお尋ねなんですが、子ども未来部は教育推進が教育委員所管のほうか

ら区長部局に異動するということで、特に児相自体、保育のところは問題ないのかなと思

うんですが、子どもわくわく課については、学校運営と密接に関わる部分になるのかなと

思うんですが、教育委員会でなくなることによる支障なんかは特にないですか。  

 

【事務局】  

 委員ご指摘のように、放課後子ども総合プラン事業は各小学校を現場として運営してい

るものです。当然、学校とそれから学校を取り巻く地域の皆様方との連携、これは例えば

私どもの部署が区長部局に移行したとしても、そのつながりは決して薄めちゃいけない部

分だと思ってございます。なので、気持ちとしてはこれまで、またこれまで以上に顔の見

える関係性を気づき、つなげていく、そのような気持ちでやっていけば支障は出ないと考

えてございます  

 

【委員】  

 分かりました。ありがとうございます。  

 

【委員】  

 子ども発達支援センターは、今、子ども家庭支援センターに組み込まれているのが、児

童相談所と一体化した北区教育相談センター、児童相談所とみんな一体化するに当たって、

そこに組み込まれたと私は聞いていて、２年ほど前から、今まで未就学のお子さんだけの

発達相談だったのが、就学、今、小中学生の発達相談まで行うようになっている流れで、
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割と学校での困り事を教育相談センターなり発達相談センターに相談に来ている方もいら

して、結構微妙な位置なのかなと思っているんですが、何かそれを切り離しちゃっていい

のかなと思って、この流れが何か逆行しているのかなと思ったんですが、そういうわけで

はなかったんですか。今、発達相談センターが子ども家庭支援センターに入って、かつ未

就学児の相談だけだった発達相談が、小中学生まで広がっているんだけど、教育相談と切

り離しちゃっていいのかなと疑問に思ったんですが、どうなんでしょう。  

 

【事務局】  

 ありがとうございます。おっしゃるとおり、今、委員のご指摘のとおり、やっぱり就学

以降も、そうですね、０から１８までの発達相談というのは今後も変わらずに進めていく

予定です。わくわく課同様に教育部局から切り離されたとしましても、そこは今度は複合

施設の中でまた教育総合相談センターも入ってまいりますので、内部での連携をどのよう

に構築していくか、今、丁寧に対応を検討しているところでございまして、現状維持もし

くはそれ以上を目指して進めてまいります。  

 

【会長】  

 ありがとうございました。  

 ほかにいかがでしょうか。  

 

【委員】  

 ４番の相談窓口についてというところに関してなんですが、（２）に相談窓口においては

妊娠期から子育て期までの伴走型相談支援を行うとありますが、はぴママたまご面接とい

う妊娠期の面接があって、はぴママひよこ面接での恐らく６か月頃までの面接になるのか

なと思うんですが、それ以降の体制、伴走型相談支援というのはどのように考えられてい

るのか、具体的にありましたら教えていただきたいです。お願いします。  

 

【事務局】  

 すみません。まず、今のところあるのが、１歳児になりますと児童館にバースデーとい

ってご招待して、そちらのほうで児童館とのつながりなどを構築いただく。３歳になりま

すと基本的には幼稚園、保育園のほうに大体皆さん入られるのかなといったようなことで

つながっていくのかなと考えています。  

 ただ、２歳児については、これといった取り組みがされていないのでは等という声もあ

り、そういった部分については、またご意見いただきながら、いろいろ検討していきたい

と思っております。  

 

【事務局】  

 今、児童福祉の側面からのアプローチを所管課長のほうからお話ししましたが、母子保

健分野のほうでは、まず３歳児健診がこれまでは一番最後の健康診断になるんですが、今、

既に国のほうからこども家庭庁を通じて、５歳児健診を行ってはどうかということで、既

に検討を始めているところです。そういう意味では、３歳までの保育園、幼稚園につなが
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るまでの部分、それプラス、今度は就学時健診が６歳であって、その手前の５歳で一度ア

プローチをして、保護者と子どもの状態を共有しながら伴走型支援を充実させていこうと

いうことで、実施のほうは７年度以降になるかと思いますけど、そういう検討を進めてい

るところです。  

 

【会長】  

 ありがとうございました。  

 ほかに、いかがでしょうか。  

 

【副会長】  

 確認したいのですが、所管ですね。保育所は保育課さんですよね、幼稚園は子ども未来

部さんの所管なんですか。  

 

【事務局】  

 私立幼稚園は、引き続き子ども未来部子ども未来課で所管。ただ、区立、幼稚園がだん

だん認定こども園になっていくんですけど、そちらは教育振興部の学校支援課のほうで所

管します。  

 

【石黒副会長】  

 幼稚園も私立、公立で所管が異なるということですね。  

 幼稚園がどこが所管するかというのは、結構自治体によってもいろいろな形があると思

うんですが、全体的な流れとしましては、近年の保育改革の流れの中で、保育所も大切な

教育の場であるということ、そして、幼稚園は学校教育の第一歩であるということで、世

界的にも動いていると思いますので、この組織変更によって教育委員会を離れることによ

って、ここまで築いてきた保育所、幼稚園の教育的な意義というものが・・・ないように、

引き続き連携のほうを強化して、大切にしていっていただきたいという要望です。  

 以上です。  

 

【事務局】  

 すみません。ありがとうございます。  

 本当に子ども部門、子育て部門と教育の連携というところは非常に重要で、北区のよう

に子育て部門が教育委員会に入っているところというのは、実は割とそちらのほうが少数

派なんですね、２３区などを見ていくと。という中で、平成２８年度に区長部局から教育

委員会に移行したことがあったんですが、その間、今もいろいろご意見等もいただいてい

たところで、放課後子ども総合プランの円滑な全校導入が図れたとか、児童館、子どもセ

ンター、あとは地域学校を核とした連携の体制が結構円滑にできてきたとか、あとは保幼

小の連携というところ、そういったところもかなり充実をしてきた成果が上がってきたと

思っています。  

 今回は、また子育て部門と母子保健の連携を指揮命令系統を一緒にして強化していくと

いうことで、区長部局になっているわけですが、これまでの成果というところは、今まで
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も、課長からもお話ししましたが、発展的に継続をさせていきたいと思っています。なの

で、今いただいたようなご意見を踏まえて、しっかりとこれまでの連携の部分をさらに充

実できるように、そして母子保健と子育て部門の連携というところも強化していく体制を

取っていきたいと思います。  

 

【会長】  

 ありがとうございました。  

 ほかにいかがでしょうか。よろしいでしょうか。  

 それでは、次に行きたいと思います。  

 ⑦令和６年度予算案主な事業（抜粋）について、お願いいたします。  

 

【事務局】  

 では、こちらについて、ご説明します。  

 資料については、資料７、ページ数、７５ページになります。こちらですが、令和６年

度の予算ということですが、先週、区議会の予算特別委員会というのが終了いたしまして、

２７日の採決を待つ段階となっているものです。  

 概要について、ご説明をしたいと思います。  

 資料をめくっていただいて、７８ページまでお進みください。こちらの資料は、２月９

日に行った予算プレスのときの資料で、そこから子ども教育関連の施策について抜粋した

ものを皆さんにお配りをしています。  

 では、７８ページの目次のところです。主な事業というところがありますが、本日ご説

明するのは、１番の区民サービスＮＯ．１の行財政改革の中から、区立保育園のＩＣＴ化

の実施のところ、またその次の大きな２番のところ、子どもの幸せＮＯ．１の取組、こち

らについてご説明をしたいと思います。  

 それでは、初めになんですが、本日席上配付となりました資料をご覧ください。当日配

布資料と書かれているものです。１－２区民サービスＮＯ．１の行財政改革と書いてある

ものですが、区立保育園のＩＣＴ化の実施についてです。  

 こちらは、保育園の登降園の管理、また連絡帳、お知らせなどをタブレットやスマホな

どを活用して行えるようにしていくものです。保護者の方の利便性の向上ですとか保育士

の事務負担を軽減することで、保育業務に専念できる環境というものを構築していきたい

と考えています。  

 現在、私立保育園の多くですとか、指定管理による保育園で既に活用されているもので

すが、このシステムを区立の直営保育園でも採用していくというものです。一番下のとこ

ろに今後の取組スケジュール等とお示しをしていますが、テスト運用などを経まして、令

和７年の２月には区立保育園２５園で本格運用を開始していきたいと考えている次第です。 

 こちらについては以上です。  

 次に、先ほどの資料に戻っていただきまして、資料の８０ページ、お願いいたします。

こちらは、妊活期からの切れ目のない支援についてということです。五つの事業をお示し

していますが、事業名の後に「新」とあるものが新たな事業、新規資料となります。  

 まず、（１）のプレコンセプションケアについては、将来の妊娠を考えている方向けの講
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座の実施、また、妊よう性検査費用の助成というものを行っていくというものです。  

 （２）のところ、赤ちゃん学級の開設については、妊婦さんとそのパートナーが、共に

出産・子育てについて学べる講座を開設していくというものです。  

 その次、（３）の産後ケアの拡充については、産後デイケアの施設、ショートステイ施設

の拡充を図っていくというものです。  

 （４）の産後ドゥーラ養成講座助成については、北区で活動をしていただく産後ドゥー

ラを増やすために、受講費用の一部を助成をしていくというものです。  

 そして、（５）の子どものインフルエンザ予防接種助成については、本年度既に実施をし

ているものですが、次年度は対象を高校生にまで拡大をして実施するといったものです。  

 次にページを進んでいただきまして、８２ページ、お願いいたします。  

 まず（１）です。子どもの権利普及啓発活動についてです。こちらは、先ほども様々ご

意見いただいたところですが、「子どもの権利と幸せに関する条例」に基づく取組の一つと

いうものでして、子どもや大人、乳幼児の保護者などを対象とした出前講座、また著名人

を活用しました啓発動画といったものも作成し、活用しまして、条例についての理解を深

めるための周知、啓発活動を行っていくというものです。  

 次、（２）民設子育てひろば運営費補助です。こちらは、地域で子育てひろば事業などを

運営する民間団体に対しまして、運営費等の一部を補助する事業です。今年度末から既に

選定に入っていまして、令和６年度７月、または準備が整った事業者は、この時点から運

営を開始していただこうと考えているものです。  

 （３）の子育ち応援モデル事業の実施です。こちらは、今年度１２月から既に取組を始

めている事業ですが、さらに実施園などを拡大しまして実施をしていこうと考えているも

のです。内容といたしましては、保護者の就労等の有無にかかわらず、未就園児が一定期

間保育園等に通うことで様々な体験や経験が得られる子育ちを応援するもので、国が令和

８年度から本格実施をすると言っています誰でも通園制度、こちらに類似した事業という

ものです。  

 そして（４）は、新たな放課後子ども総合プランの推進というところです。まず、ここ

では、学童クラブの状況についてご説明をしたいと思います。令和６年の４月に関しまし

ては、令和５年度よりクラブ数が６クラブ増の９４クラブ、また定員に関しましては、１

５５名の拡大を行いまして、定員の総数で４，０００人となっています。また、学童クラ

ブと放課後子ども教室の一体的運用、いわゆる新区分の導入等によりまして、今年度に続

き待機児童についてはゼロとなる見込みになっています。新区分の導入等が４月から始ま

りますが、引き続き放課後の子どもたちが安全・安心に過ごし、多様な体験活動ができる

環境を目指していきたいと思っています。  

 次に、少し進んでいただきまして、８６ページ、お願いいたします。こちらも先ほど少

しお話が出ましたが、児童相談所等複合施設の整備についてです。  

 昨年度から基本設計、実施設計に取り組んでまいりましたが、令和６年９月に建築工事

に着工する予定です。３か年の事業予定としていまして、令和８年９月に竣工を目指して

いくというものです。３か年の工事総額については、約５１億円を見込んでいるというも

のです。  

 子ども未来部等の取組については以上です。  
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【事務局】  

 引き続きまして、教育振興部所管事務について、ご説明します。  

 まず、８７ページ、タイトルが質の高い先進教育の実現に向けてということで、三つの

事業を書かせていただいています。  

 （１）の教科担任制の推進です。こちらは現在、ご承知のとおり、小学校は学級担任制、

中学校は教科担任制でして、国のほうでも小学校高学年に教科担任制の導入を進めるとい

う方針を示しています。東京都のほうでは、今年度からモデル校で正規教員を配置した教

科担任制の実施を始めているところですが、北区におきましては、本年度新たに都の北学

園になる小学校２校で、区独自に指導講師を配置してモデル事業として実施していました

ものを来年度、施設一体型小中一貫校、都の北学園において、社会と理科に指導講師を配

置して教科担任制をモデル実施していくというものです。あわせまして、東京都のモデル

事業として、王子第一小学校において正規職員を配置しまして、理科の教科担任制を行う

というのが１点目です。  

 それから二つ目の取組としては、「心と体を守るための性教育」ということで、こちら東

京都がやはり令和元年度からモデル事業を実施していまして、中学校の学習指導要領では、

妊娠の経過とか避妊方法、人工妊娠手術などは取り上げないということになっていますが、

こちらについても重要な性教育だということで東京都が順次進めてきている事業、こちら

について、北区もモデル事業に参加して、令和元年度から既に中学校４校でこのような取

組をやっているもの。さらに拡大いたしまして、次年度、６年度については、区単独でも

さらに２校入れて、３校で実施したいということでの取組です。  

 次のページですが、アンガーマネジメント教育の導入ということです。国のほうの問題

行動等調査結果からも暴力行為の対応といたしまして、人間関係がうまく築けない、それ

から子ども同士の関係、相互理解が十分にいかなくて衝突してしまう、また、怒り等の感

情をコントロールできないなどが暴力行為に至る原因だと報告がなされてございます。こ

のようなことを踏まえまして、感情をコントロールと自他を尊重し人間関係を築くという

ことが養えるように、アンガーマネジメント教育を実施することといたしまして、令和６

年度は、小学校５年生を対象に６校で、中学校１年生を対象に１校で、それぞれモデル実

施をするというものです。  

 次のページです。８９ページ。こちらは一人ひとりの状況に応じた支援体制の充実です。

事業を四つ書かせていただいています。  

 １点目は、区独自の給付型奨学金の検討です。こちらについては、本事業は区独自の給

付型奨学金制度を検討するというものでして、制度設計については現在検討中です。なお、

検討の方向性ですが、北区の将来の担い手を確保する、また若者の定住化促進に寄与する

目的での給付型奨学金の制度にしたいと現在、申請要件とか給付条件等の検討を行ってい

るところでございまして、令和７年度制度開始に向けて６年度中に制度設計を行います。  

 続きまして、二つ目が中学校部活動の地域連携の推進です。中学校の部活動については、

報道等にもございますように、地域移行を進めるということで取組が各自治体において進

められていますが、北区におきましては、次年度、関係団体におけます協議会を設置いた

しまして、休日の部活動における部活動指導員等の配置、それから地域クラブ活動の実施
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などについて、地域連携、地域移行に向けた方向性の協議を行うとともに、６年度中に推

進計画を策定したいと考えています。  

 それから３点目、不登校児童・生徒への支援です。既に不登校児童・生徒への支援につ

いては、今年度、校内の別室を活用した別室指導員配置事業というものを小学校３校、中

学校３校でモデル実施してございます。新たに令和６年度は、学校に来られない子どもた

ちのために校外の別室指導教室指導員配置事業といたしまして、児童館、王子・赤羽・滝

野川、それぞれ１館ずつをモデル館といたしまして、「校外別室指導員配置事業」というも

のを実施したいと考えています。  

 それから４点目、特別支援学級在籍の外国人児童・生徒への支援の拡充です。特別支援

学級にかかわらず、日本語適応指導員、在籍校への派遣については、小学校１年生、２年

生のような、いわゆる通級が難しい児童について、原則３か月、最大６か月での派遣を基

本としていますが、特別支援学級の児童・生徒については、通年で対応できるようにした

いというものです。  

 次のページ、お進みいただきまして９１ページです。こちらについては、１、意欲的に

学べる教育環境の整備ということで、主にハード面の話です。  

 お示ししているとおりですが、都の北学園、この４月に開設いたしまして、今後、グラ

ウンド整備に入っていくというものです。  

 それから改築事業については、小学校で既に取組を進めているもののほかに、新たに滝

野川第五小学校について改築を進めるということで調査に入ります。  

 また、次のページですが、リノベーション事業。こちらについては、既にお示しの３校、

既に取組を進めてございまして、王子第五小学校で調査、今年度行っています。来年度、

新たに岩淵小学校を調査対象にいたしまして、進めていく計画をお示ししています。改築

事業、リノベーションについては、毎年度１校ずつ新たに増やす取組を進めるという考え

方で進めているところです。  

 私からは以上です。  

 

【会長】  

 ご説明ありがとうございました。  

 委員の皆様からご質問等ありましたら、お願いいたします。  

 

【委員】  

 当日配布資料の区立保育園のＩＣＴ化の実施について、これはもう多分必要最低限やら

なくてはいけないことだと思いますが、ＩＣＴ化により保育の質の向上といきなりここに

来ると、あまりにもホップ・ステップ・ジャンプ、ジャンプまでの言葉が書いてあるよう

な気がしまして、結局、保育士さんなり、幼稚園の先生なり、子どもと向き合う時間が増

えるということは確かです。ただし、やはりそこには、研修とか自己研さんして、保育士、

教員がスキルアップして、保育施設が向上するんじゃないかなという気がしますので、い

きなりＩＣＴ化すると保育の質が落ちないというのはどうかなという、ただそれだけのこ

とですので、聞き流しておいてください。  
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【会長】  

 やはり聞き流すのではなくて、大事な視点かなと思いましたけど、いかがでしょうか。  

 

【事務局】  

 すみません、貴重なご意見をいただきまして、ありがとうございます。  

 資料作りの中では、ホップ、いきなりジャンプしちゃったかなという気がして、申し訳

ありませんでした。もう委員ご指摘のとおり、確かにこういったツールを使って、そして

保育士が常に自己研さんをして保育現場の保育の質を上げていく、まさにそのとおりだと

思っています。まずはそれを一つのツールとして、これは有効に活用して、そして保護者

の方の利便性も考慮して、そして保育現場、保護者の方の負担が軽減する中で、空いた負

担で、負担が軽減される部分で、子どもたちはと向き合う時間をつくって、子どもたちの

健やかな成長を見守っていきたいと思っています。  

 以上です。  

 

【会長】  

 ほかにいかがでしょうか。  

 どうぞ。  

 

【委員】  

 今、子どもが指定管理の保育園に預けているんですが、まさにＩＣＴ、このシステムが

入っていて、何よりいいのが今まで紙だったのが、データ、子どもの写真が毎月配信でき

るんですが、当然カラーですし、大分・・・を行って、すごい使っている側からすると便

利なので、区立の保育園でも進めていただければなと思っています。  

 区立保育園の関係で、紙おむつ、おしり拭きのサブスクの話をどこかで見まして、そち

らの説明がなかったんですが、もしも決まっているものがあれば、対象でしたり内容につ

いて教えてください。  

 

【事務局】  

 ご質問ありがとうございます。紙おむつのサブスクの件のご質問いただきました。紙お

むつのサブスクについて、今現在、業者の選定を進めていまして、もう間もなく業者を決

定しようというところなんですが、今回、予算の説明資料の中におむつのサブスクが出て

こなかったこともあるんですが、それはなぜなら、実際におむつのサブスク業者さんと契

約をするのは保護者の皆さんである。保護者の皆さんの中に引き続きそのサービスを使わ

れるという方がいれば、今までどおりの運用方法、それも引き続き並行して行っていくの

で、そういった関係でこの資料にはなかったので分かりづらかったかもしれません。  

 実際、おむつのサブスクですが、業者が間もなく決まるところで、ご希望される保護者

の方がその業者と契約をして、その業者と契約された保護者の方たちのお子さんの園児の

分を保育園の１か所にストックのような形をして、その子たちが常に月額の利用料を会社

のほうに支払って、特定の利用されているお子さんは、そのところからおむつを使えるの

で、保護者の方が都度都度おむつを持ってきていただく負担というのは軽減されるのかな
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と思っています。  

 そのおむつをこれから始めるんですが、おむつ以外のサービスも今後、保護者の方のご

要望とかお声あれば、拡大も当然この世の中の流れからすると考えていかなきゃいけない

のかなと思っています。  

 以上です。  

 

【委員】  

 ありがとうございます。子どもを０歳から預けているんですが、預けていたときはおむ

つを持ち帰るルールの下やっていて、何かそういったものも改善されていて、ありがとう

ございます。  

 

【委員】  

 ８７ページのここがポイント（２）、ここで包括的性教育の考え方という言葉が出てきて

いて、今、子どもたちに包括的性教育が本当に必要だということをひしひしと感じていま

す。  

 事業概要の（２）で、区が選定した地域の方ですかね、産婦人科医を派遣すると。３校

で行うということで、まだまだ始まったばかりかなと思うんですが、私どもの会員の中で

児童相談所に勤務する保健師さんがいて、勤務している自治体は自分の住んでいるところ

とまた違うので、自分の住んでいる地域で、お子さんや中学生や高校生、保護者の方向け

の講座などを開いていて、非常に好評なんですね。やっぱり何も知らないと、とんでもな

いことが本当に起きていて、起きてしまってどうしようという子もいるし、起こしてしま

ったほうも何か訳が分からないうちに起こしてしまったということもあるし、保護者もど

う対応していいか分からないという、そういう状況が随分長く続いているんですよね。  

 なので、産婦人科医に限らず、経験豊かな保健師さんでも構わないし、３校で行うとか

言っていないで、私はもう全ての中学生にこうした授業をしていただいて、自分の心や体

を傷つけないような、子どもたちにそういうことが起きないようなことになってほしいと

ずっと前から思っていて、これをどんどん進めていただきたいと思っていますので、よろ

しくお願いします。  

 

【会長】  

 ありがとうございました。  

 ほかに。ごめんなさい。どうぞ。  

 

【事務局】  

 心と体を守るための性教育の推進について、お言葉ありがとうございました。区ではこ

の事業を拡充していきたいと考えてございます。保健師さんを活用ということで、これも

貴重なご意見として承りたいと思ってございます。  

 ただ、今、学習指導要領の規定を超えた内容を扱うということで、これは東京都も研究

事業として今、進めています。東京都のほうでは地元の産婦人科医さんを活用するという

方向、方針の下、今、行っていますので、学習指導要領、これ学校教育ではかなり重要な
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もの、軸になるものとして扱っていますので、まず東京都の方向性と歩を合わせて、産婦

人科医の開拓に努めながら、まず拡充していきたいとまず考えています。  

 当然、保健師さんの活用についても否定するものではございませんので、まずはこの方

向性で続けて、喫緊の教育課題に対応したいと考えています。ご意見、ありがとうござい

ます。  

 以上です。  

 

【委員】  

 すみません、付け加えたいんですが、産婦人科医の先生の中には、非常に古い考えの方

というか、人権意識が足りないんじゃないかという、古い教育を受けた方に多いと思うん

ですが、やはり何か、例えば妊娠してしまったお子さんを責めるような、そういうお医者

さんがいて。そういうことでは子どもは救えないし、何かあってもその後も前向きに生き

ていく、そういう子どもを支えるためには、きちっと人権教育とか人権意識を高めるよう

な方じゃないとお子さんに対して授業をしてほしくないとつくづく思うんですね。自分が

産婦人科医で健診なんかを受けるときに、こんなお医者さんがまだいたのかと思うような

方も中にはいらっしゃるので、やはり子どもの人権ということをきちんと研修を受けると

いうか、そういうことを確認して授業に臨んでいただきたいと思うんですね。  

 そういう点、保健師さんなんかは、本当に現場にいろいろ行っていらして、特にさっき

ご紹介したような大変なお子さんと接しているような保健師さんは、非常にお子さんのこ

とが分かるというか耳を傾けて、子どもの人権についてきちんと把握していらっしゃるし、

そういう方にこそ、こういう授業をしていただきたいなと強く望みます。お願いいたしま

す。  

 

【事務局】  

 よろしいですか。委員おっしゃられるようなことは大事だと思っていまして、性教育の

中では人権教育というのは当然入ってくるものと考えて、学校では授業を行っています。  

 北区で出前授業を行う産婦人科医さんについては、まずご安心していただきたいのは、

まず人権意識についてはきちんと持っている方だと。そして、東京都でも出前授業を担っ

ている方に今、お願いしていますので、まずご安心していただきたいなと思ってございま

す。  

 そして、人数を拡充していくに当たっては、当然、委員おっしゃられるような観点が必

ずあるような講師を増やしていけるようにしてまいりたいと思います。どうもありがとう

ございます。  

 

【会長】  

 ありがとうございました。  

 ほかにいかがでしょうか。  

 どうぞ。  

 

【委員】  
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 ２点あります。まず、今お話のあった、包括的性教育の考え方についてです。子どもが

通っている小学校の保護者向け講演会で聞いた話だったのですが、包括的性教育とは、今、

委員がおっしゃっていたような、「人権教育」につながっていくということを知りました。

それから性被害者、性加害者、傍観者を生み出さない教育が必要というお話でした。北区

の子どもたちが３者のいずれにもにならないような教育につながっていったらいいな、と

願っています。  

 もう一点が、８０ページの新規事業のプレコンセプションケアの開始についてです。妊

娠しやすいかどうかチェックができる検査の費用を助成されるということだと思いますが、

未婚、既婚を問わず、希望される方は皆さん受けられる予定でしょうか？  

それとも既婚者に限る、というルールになるのか。お教えいただければ幸いです。  

 

【事務局】  

 まず、教育指導課長から。  

 委員からご質問ありました性教育については、国が令和３年度から言っていることで生

命（いのち）の安全教育というのがあります。これは区立幼稚園から中学校まで、教育課

程、つまり学校の教育計画にきちっと位置づけて授業を行うようになっていまして、令和

４年度からしっかり、その後に性被害に遭わない、性加害者にならない、傍観者にならな

いとか、あとＳＯＳの出し方とか、そういったことを具体的に子どもたちに指導する時間

を設けるようにしています。これから効果が出てくるかなと思いますので、よろしくお願

いします。  

 

【事務局】  

 ご質問いただいたプレコンセプションケアの対象者ですが、これから夏ぐらいの実施に

向けて詳細のほうは決めていく予定なんですが、現時点ではなるべく門戸を広くしたいと

思っていますので、未婚であるとか既婚であるとか、シングルでのご参加、あるいはカッ

プルでのご参加も全て広く受け止めていきたいと思っています。  

 もともとこの事業をやろうという前提は、東京都のほうで実は今年度も９回ほどたしか

プレコンセプションケアの講座をやって、毎回４０名の枠に対して、それを超える応募が

東京都全域であると聞いています。  

 北区としては、東京都がやっている事業ではありますが、ぜひ地元でそういう事業を展

開していきたいという思いと、それから必ずしも妊よう性の検査につながらなかったとし

ても、先ほど来いろいろご意見いただいているように、これが例えば義務教育でない高校

生であるとか大学生であるとか、そういう方々の健康教育のアプローチにつながる視点で、

これからどういう事業を展開していけるかというのを夏ぐらいまでに詳細を決めて、実施

をしてまいりたいと考えているところです。  

 

【会長】  

 ありがとうございます。  

 ほかにはいかがでしょうか。よろしいでしょうか。  

 それでは、次第の２は終了ということにします。  
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 それでは、最後、次第の３でその他というところでして、事務局からご連絡はあります

でしょうか。  

 

【事務局】  

 子ども・子育て会議の委員につきましては、２年に一度７月に改選が行われますが、区

では４月に人事異動があります。なので、次回区側のメンバーにつきましてはそれなりに

大きく変更になるかと思います。  

 いろいろこの間、本当に皆さんにはお世話になりました。本当にありがとうございまし

た。  

 個人的なことを言うとすみません。恐らく、ここには私は来ると思うんですが、何か座

る席は変わるかもしれませんし、またいろいろありますので、そんなことでいろいろ一人

一人と言えば切りがないのであれなんですが、これからもよろしくお願いいたします。・・・

どうもありがとうございました。  

 

【会長】  

 ということで、よろしいですね。  

 今日は先ほど申しましたように、今年度最後ということですので、今年度は、子ども・

子育て支援総合計画、それから子ども条例という、非常に大きな策定が二つありました。

それで、まず総合計画のほうはこの会議が扱う課題でした。子ども条例のほうは諮問機関

ではないんですが、それでもやはりここで議論したことは大変意味があったと思います。

そういう意味で、委員の皆様が、たくさんいろんな意見を言ってくださったことにお礼を

申し上げます。  

 それから、事務局の皆様も、二つの大きな事業を、さほど多くない人員で本当に頑張っ

てくださったなと思います。どうもありがとうございました。  

 申し訳ありません。司会の不手際もありまして時間が超過してしまいましたが、本日も

活発なご意見をありがとうございました。  

 以上で、本日の令和５年度第４回北区子ども・子育て会議を閉会とします。どうもあり

がとうございました。  

 


